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令和７年３月 11日 

教育振興部光が丘図書館 

 

 

練馬区子ども読書活動推進計画（第五次）（素案）に寄せられた意見と 

区の考え方について 

 

１ 意見の受付状況 

(1) 意見募集期間 

  令和６年12月11日（水）から令和７年１月15日（水）まで 

(2) 周知方法 

ア  ねりま区報（12月11日号）への掲載 

イ  区ホームページへの掲載 

ウ  区立図書館ホームページへの掲載 

エ 区民情報ひろば、区民事務所（練馬を除く）、区立図書館（南大泉図書

館分室を除く）での閲覧 

オ  区立小中学校の児童・生徒用タブレットパソコンの「ブックマーク」か

ら閲覧 

(3) 意見件数 

127件（87名・１団体）うち子どもからの意見は89件（80名） 

 

２ 寄せられた意見の内訳 （）内の数値は子どもからの意見数 

項 目 件 数 

 計画全体に関すること 13(11) 

 第１章 計画の基本的な考え方 ０(０) 

 第２章 子ども読書活動における現状と課題 ０(０) 

 第３章 計画の基本目標と取組の体系 ０(０) 

 第４章 第五次計画目標指標 ３(０) 

 第５章 子ども読書活動推進のための取組 111(78) 

  Ⅰ 家庭 内15(11) 

  Ⅱ 学校 内15(11) 

  Ⅲ 図書館 内75(54) 

  Ⅳ 地域 内６(２) 
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 その他 ０(０) 

合 計 127(89) 

 

 

３ 寄せられた意見に対する対応状況 （）内の数値は子どもからの意見数 

項 目 件 数 

◎ 意見の趣旨を踏まえ計画に反映するもの ７(３) 

〇 素案に趣旨を掲載しているもの 87(74) 

□ 素案に記載はないが他の施策・事業等で既に実施しているもの 13(３) 

△ 事業実施等の際に検討するもの ７(１) 

※ 趣旨を反映できないもの ２(０) 

－ その他、上記以外のもの 11(８) 

合 計 127(89) 

 

 

４ 寄せられた意見と区の考え 

№ 意見の概要 区の考え方 
対応 
区分 

計画全体に関すること 

１ 新規事業が多いことを評価する。ぜ

ひ実施してほしい。 

（他同意見１件） 

 これまでの取組を着実に継続・発展

させながら、「練馬区子ども読書活動

推進計画（第五次）」の実現に向けて、

新規事業に取り組みます。 

○ 

２ 「障害」の表記を「障がい」に変更し

てほしい。 

国の法令や他の地方公共団体の条

例等に基づく制度、施設名、法人・団

体等の固有名詞については、「障害」

の表記を行っていることから、練馬区

では「障害」という文字を使用してい

ます。 

※ 

第４章 第五次計画目標指標 

３ 学校図書館の貸出冊数が目標に設定

されているが、児童生徒数が考慮され

ていないため妥当性が分からない。児

童生徒一人当たりの冊数等にしないと 

より分かりやすくするため、学校図

書館の貸出冊数に、生徒一人当たりの

貸出冊数を追記します。 

◎ 
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№ 意見の概要 区の考え方 
対応 

区分 

 比較できない。   

４  乳幼児への電子書籍貸出件数の目標

を600件としているが、乳幼児に電子書

籍を与えることについて、議論が必要

だと思う。 

乳幼児に電子書籍を見せる際は、保

護者と一緒に利用することを想定し

ています。電子書籍は外出の際等の利

便性が高いこと、画面の拡大等もでき

ることから障害児の利用に際しても

利点があります。保護者と一緒に使い

ながら、デジタル機器との上手な付き

合い方を模索していくことで、電子書

籍は有用なものとなりえると考えま

す。今後、子ども読書活動推進会議等

で検討します。 

△ 

５  中学生、高校生についての電子書籍

貸出件数の目標がそれぞれ、650件、400

件であるが、この年代には少なすぎる

のではないか。 

近隣区の図書館の紙書籍と電子書

籍の貸出件数の割合から、練馬区の中

高生の貸出件数の目標値を設定しま

した。将来的には、この目標を超えて

さらに電子書籍の利用が増加するよ

う、コンテンツの充実に取り組みま

す。 

－ 

第５章 子ども読書活動推進のための取組 

 Ⅰ 家庭 

６ ブックスタートのスタッフをしてい

る。ブックスタート配布率達成のため

に０歳児保育園との連携を提案する。

保護者会の機会などにスタッフが出か

けていくのはどうか。 

ブックスタートの引換券は４か月

児健診受診時に保健相談所から配布

しています。保育園では配布対象とな

る月齢の低い乳幼児の数が少ないた

め、ブックスタートの周知方法として

の有効性を検証する必要があります。

今後の配布率向上のための参考とし

ます。 

△ 

７ ブックスタート事業について、入学

記念、卒業記念などのタイミングでも

本を配布してほしい。 

子どもの年齢が上がると、関心や好

みが多様化していきます。ブックスタ

ート事業を拡充する予定はありませ 

※ 
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№ 意見の概要 区の考え方 
対応 

区分 

  んが、子どもたちがさまざまな本との

触れ合いを続けられるよう、引き続き

推薦図書リストの配付や、お話し会な

ど多様な読書事業を展開していきま

す。 

 

８ ブックスタート事業について、読書

活動の推進のために活動するボランテ

ィアにはボランティア保険加入費用を

区で負担すべきではないか。 

ボランティア保険については、ブッ

クスタート委託料の中に保険料分を

含めています。 

□ 

９ ブックスタートについて、参加率が

記載されていますが、配布率を伸ばす

方法を考えた方がよい。  

参加率ではなく、配布率を目標指標

に変更します。ご家庭の事情により会

への参加が困難な方もいます。参加が

できない場合も、本の配布をしていま

すので、時間外対応についても周知し

ます。 

◎ 

 Ⅱ 学校 

10 学校図書館にある端末から区立図書

館の蔵書の検索ができればいいと思

う。学校の図書館の端末から予約はで

きなくても、探したい本の所在が分か

れば、子どもたちが最寄りの区立図書

館に行くきっかけにもなると思う。 

学校図書館の端末から区立図書館

の蔵書を検索することはできません

が、インターネット環境があれば、タ

ブレットパソコン等から区立図書館

ホームページで在架状況を調べるこ

とができます。 

○ 

11 学校で朝読書に取り組んでいること

は知っているが、その結果、どんな本を

読んでいるか、何冊くらい読めている

のか、フィードバックもないため「やり

っぱなし」に感じる。 

朝読書の実施状況については、２年

に１回実施している東京都子供読書

状況調査で把握に努めているところ

です。実施の有無や、１か月の読書冊

数は図書館ホームページで公開して

いる練馬区子ども読書活動推進会議

資料でご覧になれます。 

□ 

12 子どもへの普及啓発ばかりに注目し

ているように思うが、そもそも親や先

生は読書しているのか。いくら周囲で 

読書活動の啓発に関しては子ども

だけでなく保護者等への働きかけも

重要だと捉えています。保護者に対し 

○ 
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№ 意見の概要 区の考え方 
対応 

区分 

 「読書は大切」等と訴えたところで「自

分の親だって読んでないし」「先生から

本を紹介されたこともないし本の話を

聞いたこともない」では空回りでは。親

や先生への啓発も同じように着目すべ

きではないか。 

ては、家庭向けのよみきかせ講習会の

実施や、学校図書館だより等による啓

発などを行います。 

 

13  令和７年度からの「学校司書の配置」

について、この「配置」は区の直接雇用

の配置と考えてよいか。 

学校司書については、現在の「委託」

から「派遣」に雇用形態が変わります

が、区の直接雇用ではありません。 

－ 

 Ⅲ 図書館 

14 古い本の買替えがされていると思う

が、まだ出版年が古く図書が傷んでい

る本が見受けられるので、更なる確認

と買替えをお願いしたい。もっとも、出

版年が古いからといっても、今なお読

むに堪える名作もあることを付記して

おく。 

傷みのある資料については、除籍を

検討し、買替え等適切に蔵書の更新を

行います。 

□ 

15 子どもだけが落ち着いて座って本を

読めるスペースや気兼ねなく読み聞か

せができる親子のスペースを各図書館

に増やして欲しい。静かにさせなくて

はいけないと思って図書館に子どもを

連れて行くのを躊躇ってしまう。 

大人が机椅子を占領していることが

多いため、子ども専用の机と椅子を増

やしてほしい。 

児童コーナーでは読み聞かせをし

ていただくことが可能です。今後、改

修工事の際に順次児童コーナーの充

実を図っていきます。また、会話可能

な時間・場所を設定して子ども連れの

保護者が気兼ねなく図書館を利用で

きる環境をつくります。 

○ 

16 他区と比べてキャラクターものの絵

本が少ない（ディズニーやあんぱんま

んなど）。興味のない子どもでも少し砕

けた内容の絵本であれば読んでくれる

かもしれない。種類を増やしてほしい。 

人気のある絵本は所蔵していても、

貸出し中で在架していないこともあ

ります。読書の導入に適したやさしい

内容の資料も含め、蔵書の充実を図り

ます。 

 

□ 
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№ 意見の概要 区の考え方 
対応 

区分 

17 きちんとチェックしてくれて本を綺

麗に保てるのはとてもありがたいが、

他区に比べて破損のチェックがとても

厳しい。返す時にチェックのためかな

りの時間を取られてしまう。また乳幼

児はどんなに気をつけていても破損し

てしまうこともある。本当に少しの折

れでも細かく指摘され、とても心苦し

かった。ボードブックを増やす等工夫

してもらえるとありがたい。また、子ど

も向けの本は少しチェックを緩くして

もらえると嬉しい。 

返却された資料がつぎの利用者へ

提供可能かどうかや、本のページに挟

まれた忘れ物がないか等を確認する

ため、お時間をいただいています。 

 児童書については、破れやすいペー

ジを事前に補強しておくほか、汚破損

時の対応についても今後検討します。 

 

△ 

18 布の絵本は他区にはなく、とてもあ

りがたい。優しいデザインで、遊べるも

のもあり、子どももとても気に入って

いる。今後も継続してもらえると嬉し

い。 

練馬区では布の絵本の収集を始め

て令和６年に40周年を迎え、1,302点

を所蔵しています。引き続き布の絵本

の収集と、制作ボランティアの育成を

行います。 

○ 

19 貧困世帯向けに資格試験用の本や参

考書もあるとありがたい。 

 

図書館では、各種資格試験の参考書

を所蔵しています。所蔵に関しては図

書館ホームページで確認するか、直接

図書館までご相談ください。 

また、低所得世帯等向けの学習支援

の場では、利用者の需要に沿った資料

を団体貸出するなど、支援を行いま

す。 

○ 

20 子ども向けのイベントを今後もたく

さんやって欲しい。工作や講座、手遊び

や読み聞かせはとても嬉しい。乳幼児、

幼児、小学生低学年、小学生高学年と年

齢別にイベントがあると参加しやす

い。 

 

図書館では、子どもの発達段階に合わ

せて、おはなし会や読み聞かせをはじ

めとした読書事業を実施しています。

今後も開催時刻や内容の見直しを適

宜行いながら、事業のさらなる充実を

図ります。 

 

○ 
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№ 意見の概要 区の考え方 
対応 

区分 

21 老朽化した図書館も多いので、トイ

レ等設備を新しくして過ごしやすい環

境を整えてもらいたい。 

設備の更新は、施設の改修工事の際

に順次進めていきます。引き続き、利

用者が気持ちよく過ごせるよう環境

を整えます。 

□ 

22 不審者が出ることもあるので、児童

コーナーだけでも見守りや防犯カメラ

があると安心できる。 

館内には必要最少限の防犯カメラ

を設置しています。再整備を予定して

いる貫井図書館では、児童コーナーの

職員が館内を見回りながら、利用者の

本探しの手伝いなどを行うことを検

討しています。他館においても、相談

を待つのではなく、お困りの方には声

がけをするなどしてカウンター業務

等の充実に努めます。 

□ 

23 子どもが本を探したりする時に児童

コーナーの職員に声をかけにくい。エ

プロンに「声をかけてね」と名札を付け

る等工夫が必要だ。 

○ 

24 子どもが乳幼児の間は重い本を持ち

運ぶことが大変なので、郵送で返却等

ができるようになると嬉しい。 

貸出資料の郵送での返却は可能で

すが、送料は利用者のご負担となりま

す。配送中に汚破損が生じる恐れもあ

ることから、お近くの図書館や受取窓

口のご利用をお勧めします。 

－ 

25 ホームページを新しくして、もっと

子どもの年齢別の本の紹介やイベント

の告知など分かりやすく見やすく使い

やすくしてほしい。子ども向けサイト

が充実するとよい。 

令和７年１月に図書館ホームペー

ジをリニューアルしました。必要な情

報にアクセスできるよう、見やすいホ

ームページの作成に努めます。 

○ 

26 子ども向けの映画上映やＤＶＤが視

聴できるブースがあると嬉しい。 

子ども向け映画の上映会は一部の

館で実施しています。視聴ブースの新

設については、館内の閲覧席に限りが

あることから、現状は予定していませ

ん。 

△ 

27 「今図書館にこの本があるか」を調

べられる機械を光が丘図書館だけでな

く他の図書館にも増やしてほしい。 

本の在架状況を確認できる図書館

情報システムは図書館・受取窓口（高

野台を除く）に配備しています。また、

インターネット環境があれば、図書館 

□ 
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№ 意見の概要 区の考え方 
対応 

区分 

  ホームページから在架状況を調べら

れます。 

 

28 図書館が、いじめや貧困等で行き場

のない子どもにとっての居場所や見守

り（虐待の早期発見）になれるような場

所であってほしい。 

居場所を必要とする多様な子ども

が安心して過ごせる図書館となるよ

う、関係施設や利用者の意見を聞き取

りながらよりよい環境を整えます。 

○ 

29 スクールカウンセラーの仕事をして

いる立場から意見する。 

読み書きに困難があって自分の力で

は読書活動に取り組めない児童に読書

の楽しみを届ける活動を強化してほし

い。電子化にも取り組まれるとのこと

だが肉声で届けることに心理的支援に

もつながると思う。 

読み書きが困難な方には、リーディ

ングトラッカーの貸出しや対面朗読

のサービスを行っています。また、令

和６年度には石神井図書館他３館で

ディスレクシア講演会を実施してい

るほか、パネル展示を行うなど理解醸

成に関するイベントも実施していま

す。配慮の必要な方への読書活動支援

に今後も努めます。 

□ 

30 電子図書館サービスが始まること

で、読みたい本、人気の本を予約待ちせ

ずに見られるようになれば、読書への

満足度は高くなると思う。 

紙の本も利用しつつ、読書が充実す

るのではないかと思います。 

一部のコンテンツを除き、電子書籍

も紙資料と同様に１人の方が借りて

いる場合は貸出しは出来ず、予約して

お待ちいただくことになります。多様

なニーズに対応するため電子書籍コ

ンテンツの充実化を図りながら、従来

の図書館資料の収集を進めます。 

○ 

31  子どもの読書という時、親子読書と

か、読み聞かせなどの発展に力を注い

できた成果がある反面、自らのアイデ

ンティティを探し求める10代の子ども

たち（青年層）に対する①図書資料、②

音声資料や③居場所がいずれも不足し 

ている。 

10代の子どもたちに対する各種資

料の充実と、居場所機能の強化につい

ては、今回の計画でも重点的に取り組

むべき内容と捉えています。 

リーディングプロジェクトとして、

電子図書館サービスの充実、放課後の 

中高生に向けた図書館での会話可能

な時間場所の設定、地域施設における

居場所支援事業との連携などを進め

ます。 

〇 
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№ 意見の概要 区の考え方 
対応 

区分 

32 外国人の子どもたちで日本語取得に

関心のある人や日本語学習が必要な人

には、図書館が学習する場と資料を提

供するよう望みます。同化政策でない

ので、あくまで望んでいる人を対象に

してもらいたい。 

図書館では、日本語学習用の絵本や

参考書を収集して、日本語習得の支援

を検討します。また、こども日本語教

室の希望を聞き取りながら、必要に応

じて、学習場所や資料の提供を行いま

す。 

△ 

33 区内施設で、日本語教室をする人に

も資料の団体貸出制度が利用できると

よい。 

日本語教室への団体貸出は可能で

すので、希望を聞き取りながら連携し

ます。 

□ 

34 18歳までの子どもの数は人口の15％

弱、外国の子どもはまだ１％程度であ

るが、今後増えていくだろうから、お互

いの文化の交流を目指して、外国語で

のおはなし会を定期的に行うべきだ。 

外国語を用いた事業については、今

回の計画から新たに目標指標に設定

しており、いっそうの充実を図りま

す。 

○ 

 Ⅳ 地域 

35 男女共同参画センターの図書・資料

室を、練馬区立図書館のシステムに組

み入れてくれると、もっと利用しやす

くなる。区立図書館分室扱いにするこ

とを提案する。 

男女共同参画センターの図書・資料

室の取扱いについては、次期図書館シ

ステム導入時に検討します。 

△ 

36 外国語の蔵書を増やす取組を盛り込

んでほしい。 

外国語の蔵書の収集についても取

り組むことを追記します。 

◎ 

37 図書館以外で研修を受けた読み聞か

せボランティアにも、定期的なフォロ

ーアップ研修の実施と、ボランティア

同士の交流の場を設けてほしい。 

図書館の養成講習会を受講してい

ない読み聞かせボランティアについ

ては、希望者にボランティアフォロー

講習会への参加を案内し、講習会後に

交流会の実施を検討する旨を追記し

ます。 

◎ 
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５ 子
こ

どもからの意見
い け ん

（要旨
よ う し

）と区
く

の 考
かんが

え方
かた

 

№ 意見
い け ん

の概要
がいよう

 区
く

の 考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

計画
けいかく

全体
ぜんたい

に関
かん

すること 

１ 読書
どくしょ

をしている人
ひと

が減
へ

っているな

かで、様々
さまざま

な取組
とりくみ

をしていてよいと思
おも

う。私
わたし

は読書
どくしょ

が苦手
にがて

だけど、少
すこ

しでも

たくさんの本
ほん

を読
よ

んで 協 力
きょうりょく

したい。 

（ほか同
おな

じ意見
いけん

９件
けん

） 

読書
どくしょ

により知識
ちしき

や 表 現 力
ひょうげんりょく

を身
み

につけることは、すべての学
まな

びの土台
どだい

となります。みなさんに本
ほん

を読
よ

む楽
たの

しさを知
し

ってもらうために、図書館
としょかん

や

学校
がっこう

、地域
ちいき

の施設
しせつ

で様々
さまざま

な取組
とりくみ

をし

ています。 小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

や図書館
としょかん

では

本
ほん

を読
よ

んでクイズに答
こた

えるイベント

「本
ほん

の探検
たんけん

ラリー」や、図書
としょ

館内
かんない

を

探
たん

検
けん

しながらクイズを解
と

く「図書館
としょかん

たんけんたい」等
とう

を 行
おこな

っています。

色々
いろいろ

なイベントを通
とお

して図書館
としょかん

のこ

とや読書
どくしょ

の楽
たの

しさについて知
し

っても

らえるよう、ポスターやチラシも

活用
かつよう

します。 

○ 

２ 読書
どくしょ

を好
す

きになることは、子
こ

どもの

学 力
がくりょく

などにも 直 結
ちょっけつ

するのでとても

よいと思
おも

う。 

 

○ 

３ もっとみんなが読書
どくしょ

を好
す

きになるた

めに、ポスターやチラシ、クイズを作
つく

るとよい。 

○ 

第
だい

５章
しょう

 子
こ

ども読書
どくしょ

活動
かつどう

推進
すいしん

のための取組
とりくみ

 

 Ⅰ 家庭
か て い

 

４ 学校
がっこう

だけでなく、家
いえ

でも読書
どくしょ

ができ

るような取組
とりくみ

は大切
たいせつ

だ。 

家庭
かてい

での読書
どくしょ

に取
と

り組
く

んでもらう

ため、家読
うちどく

ノートや推薦
すいせん

図書
としょ

リスト

を配布
はいふ

します。また、図書館
としょかん

に行
い

かな

くても読書
どくしょ

ができるように、令和
れいわ

７

年
ねん

１月
がつ

から電子
でんし

図書館
としょかん

サービスを始
はじ

めました。「ねりま電子
でんし

図書館
としょかん

」では、

書名
しょめい

や作家
さっか

で探
さが

せるほか、読
よ

みたい

本
ほん

を見
み

つけやすくするため、各年代
かくねんだい

へのおすすめ本
ぼん

を 紹
しょう

介
かい

しています。 

○ 

５ 家読
うちどく

は、家族
か ぞ く

みんなで楽しく読書
どくしょ

で

きるからやってみたい。 

○ 

６ 電子
でんし

図書館
としょかん

なら読
よ

みたいときにすぐ

読
よ

めてよいと思
おも

う。読
よ

みたい本
ほん

を探
さが

し

やすくなるとといい。 

○ 

 Ⅱ 学校
がっこう

 

７ タブレットなどの電子
でんし

機器
き き

を使
つか

うこ

とによって手軽
てがる

に読
どく

書
しょ

することができ

るのでよいと思
おも

った。 

そして毎日
まいにち

読
よ

むことによって国語
こくご

の 

令和
れいわ

７年度
ねんど

までに、学
がっ

校内
こうない

のネッ

トワークをWi-Fi化
か

し、通信
つうしん

環 境
かんきょう

を 

強化
きょうか

します。これに合
あ

わせて、区立
くりつ

小 中
しょうちゅう

学生
がくせい

に「ねりま電子
でんし

図書館
としょかん

」 

〇 
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№ 意見
い け ん

の概要
がいよう

 区
く

の 考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

 読
よ

み取
と

る 力
ちから

などがつくのでよい取組
とりくみ

だと思
おも

う。 

（ほか同
おな

じ意見
いけん

15件） 

を利用
りよう

できるアカウントをお渡
わた

しし

ます。これからコンテンツを増
ふ

やして

いくのでたくさん読
よ

んでください。 

 

８ 電子
でんし

図書館
としょかん

をわざわざ調
しら

べなくても

すぐに開
ひら

けるようにしてほしい。 

みなさんのタブレットパソコンで

はブックマークから入
はい

ることができ

ますので、学校
がっこう

でも電子
でんし

書籍
しょせき

をたく

さんご利用
りよう

ください。この取組
とりくみ

を伝
つた

わりやすくするため、計画
けいかく

の 文 章
ぶんしょう

に

追
つい

記
き

します。 

◎ 

９ 朝
あさ

読書
どくしょ

の時間
じかん

に本当
ほんとう

にタブレット

を使
つか

うことが許可
きょか

してもらえるのかが

不安
ふあん

だ。 教 育
きょういく

委員会
いいんかい

として通知
つうち

して

ほしい。 

タブレットパソコンの利用
りよう

方法
ほうほう

に

ついては学校
がっこう

ごとに決
き

まりがありま

す。朝
あさ

読書
どくしょ

でタブレットパソコンを

利用
りよう

したいときは、先生
せんせい

に相談
そうだん

して

みてください。 

〇 

10 図書
としょ

の 授 業
じゅぎょう

を増
ふ

やしてほしい。 

 

学校
がっこう

では、国語
こくご

の時間
じかん

を 中 心
ちゅうしん

に

学校
がっこう

図書館
としょかん

を 活用
かつよう

した 読書
どくしょ

の時間
じかん

を設
もう

けていますが、国語
こくご

の時間
じかん

では、

書
か

いたり、 話
はな

し合
あ

ったりするなど

様々
さまざま

な 学 習
がくしゅう

をすることが 大切
たいせつ

で

す。 

これから、学校
がっこう

図書館
と し ょ か ん

だけでなく、

電子
で ん し

書籍
しょせき

も利用
り よ う

できるようになるの

で、授 業
じゅぎょう

の時間
じかん

だけでなく、家庭
かてい

を

はじめ休
やす

み時間
じかん

などでも、時間
じかん

を見
み

つ

けて読書
どくしょ

を進
すす

めてください。 

□ 

11 学校
がっこう

の図書室
としょしつ

を大
おお

きくしたりして、

学校
がっこう

で読
よ

める本
ほん

の数
かず

を増
ふ

やしてほし

い。     （ほか同
おな

じ意見
いけん

２件
けん

） 

学校
がっこう

図書館
としょかん

（図書室
としょしつ

）を大
おお

きくする

こ と は 簡単
かんたん

に は で き ま せ ん が 、

図書室
としょしつ

の本
ほん

は買替
かいか

えを進
すす

めて、読
よ

み

たくなる 本
ほん

を増
ふ

やしていきます。

図書室
としょしつ

に置
お

いてほしい本
ほん

がありまし

たら、学校
がっこう

司書
ししょ

の先生
せんせい

や図書
としょ

委員
いいん

に

相談
そうだん

してみてください。 

〇 

12 図書室
としょしつ

に人気
にんき

のシリーズものの本
ほん

を

もっと置
お

いてほしい。 

（ほか同
おな

じ意見
いけん

４件
けん

） 

〇 

 

 Ⅲ 図書館
としょかん

 

13 図書館
としょかん

でしゃべれる場所
ばしょ

を作
つく

るのは 静
しず

かに本
ほん

を読
よ

んだり、友達
ともだち

と楽
たの

し 〇 
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№ 意見
い け ん

の概要
がいよう

 区
く

の 考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

 

とても賛成
さんせい

だが、迷惑
めいわく

に感
かん

じてしまう

方
かた

もいると思
おも

うのでスペースをしっか 

りと分
わ

けるとよい。 

く 勉 強
べんきょう

したり、本
ほん

の感想
かんそう

を伝
つた

えあ

ったりするなど、図書館
としょかん

ではいろいろ 

な過
す

ごし方
かた

があります。会話
かいわ

のできる

時間
じかん

や場所
ばしょ

のルールを決
き

めて、みなさ

んが居心地
い ご こ ち

よく過
す

ごせる図書館
としょかん

にし

ます。 

 

14 図書館
としょかん

で 友達
ともだち

と 一緒
いっしょ

に 勉 強
べんきょう

した

り、しゃべったりすることはとても楽
たの

しそうだ。ぜひ、取
と

り組
く

んでほしい。 

〇 

15 友達
ともだち

と本
ほん

の感想
かんそう

を 共 有
きょうゆう

すること

ができたり、赤
あか

ちゃんが泣
な

いてしまっ

ても気
き

にしないでよいからしゃべれる

図書館
としょかん

という取組
とりくみ

に賛成
さんせい

する。 

（ほか同
おな

じ意見
いけん

22件
けん

） 

〇 

16 図書館
としょかん

の広
ひろ

さ、本
ほん

の種類
しゅるい

から 考
かんが

え

て 今
いま

の時点
じてん

でもかなり 充 実
じゅうじつ

してい

る。 

 

「 東京都
とうきょうと

公立
こうりつ

図書館
としょかん

調査
ちょうさ

（ ６

年度
ねんど

）」によると、練馬
ねりま

区立
くりつ

図書館
としょかん

の

図書館
としょかん

資料
しりょう

の貸出
かしだし

点数
てんすう

および、個人
こじん

予約
よやく

点数
てんすう

は23区内
くない

第
だい

１位
い

です。また、

所蔵
しょぞう

する図書
としょ

総数
そうすう

は23区内
くない

で第
だい

３位
い

と 充 実
じゅうじつ

しています。 

 みなさんにとって図書館
としょかん

がさらに

使
つか

いやすくなり、身近
みぢか

に感
かん

じてもら

えるよう、引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

みます。 

― 

17 南田中
みなみたなか

図書館
としょかん

は、本
ほん

がきれいに並
なら

ん

でいて読
よ

みたい本
ほん

が探
さが

しやすい。 

（ほか同
おな

じ意見
いけん

６件
けん

） 

― 

18 図書館
としょかん

に、車椅子
くるまいす

に乗
の

っている人
ひと

の

ためにスロープや、車椅子
くるまいす

利用者
りようしゃ

専用
せんよう

の棚
たな

などをつけてはどうか。  

 

改 修
かいしゅう

工事
こうじ

の際
さい

に、館内
かんない

のバリアフ

リー化
か

を進
すす

めていきます。希望
きぼう

の本
ほん

で手
て

が 届
とど

かないものは 職 員
しょくいん

がお

手伝
てつだ

いしますので、お気軽
きがる

に声
こえ

をかけ

てください。 

図書館
としょかん

のバリアフリー化
か

をはじめ、

表示
ひょうじ

をいろんな 国
くに

の言葉
ことば

で書
か

いた

り、やさしい日本語
に ほ ん ご

を用
もち

いるなど、誰
だれ

もが利用
りよう

しやすい図書館
としょかん

づくりを進
すす

めます。 

〇 

19 障 害
しょうがい

がある子
こ

や日本語
に ほ ん ご

が話
はな

せない

子
こ

などもみんなが楽
たの

しめる図書館
としょかん

が

あったらいいと思
おも

う。 

〇 

20 もっと 外国
がいこく

との 交 流
こうりゅう

を増
ふ

やして

外国
がいこく

の文化
ぶんか

や出来事
で き ご と

を知
し

れるものを 

外国語
がいこくご

のおはなし会
かい

など、いろいろ

な国
くに

との 交 流
こうりゅう

とお互
たが

いの理解
りかい

を深
ふか

 

○ 
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№ 意見
い け ん

の概要
がいよう

 区
く

の 考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

 作
つく

ったらいいと思
おも

う。 めるイベントや展示
てんじ

を 充 実
じゅうじつ

させま

す。 

 

21 借
か

りたい本
ほん

が重
かさ

なってもいいよう

に、２冊
さつ

ずつあるといい。 

予約
よやく

件数
けんすう

の 多
おお

い 本
ほん

は ２ 冊
さつ

以上
いじょう

購 入
こうにゅう

するなど対応
たいおう

しています。より

多
おお

くの方
かた

に満足
まんぞく

してもらえるよう

蔵書
ぞうしょ

を 充
じゅう

実
じつ

させていきます。 

□ 

22 図書館
としょかん

にたくさんの本
ほん

をおいてほし

い。     （ほか同
おな

じ意見
いけん

２件
けん

） 

〇 

23 学 習
がくしゅう

できるスペースを設
もう

けたり、

調
しら

べものができるパソコンやタブレッ

トを用意
ようい

するなど図書館
としょかん

にもっといろ

いろな機能
きのう

を取
と

り入
い

れてほしい。 

区立
くりつ

図書館
としょかん

には、インターネットを

使
つか

って調
しら

べ物
もの

ができるパソコンを置
お

いています。 

また、光
ひかり

が丘
おか

図書館
としょかん

・練馬
ねりま

図書館
としょかん

・

関町
せきまち

図書館
としょかん

には、８種類
しゅるい

のオンライ

ンデータベースを見
み

られる専用
せんよう

パソ

コンを設置
せっち

しています。 

関町
せきまち

図書館
としょかん

にはグループ 学 習 室
がくしゅうしつ

があります。平和
へいわ

台
だい

図書館
としょかん

や春日町
かすがちょう

図書館
としょかん

などでもグループ 学 習 用
がくしゅうよう

に

会議室
かいぎしつ

を開
かい

放
ほう

しています。 

館内
かんない

貸出用
かしだしよう

タブレットの配備
はいび

につ

いては、これから 考
かんが

えていきます。 

□ 

24 来館者
らいかんしゃ

を増
ふ

やすために、図書館
としょかん

に本
ほん

に関係
かんけい

あるおもちゃを設置
せっち

してはどう

か。 

図書館
としょかん

に本
ほん

に関係
かんけい

するおもちゃが

置
お

いてあると楽
たの

しそうです。安全
あんぜん

に

管理
かんり

できて、紛失
ふんしつ

・破損
はそん

のしにくいも

のであれば置
お

くことができるかもし

れません。図書館
としょかん

に興味
きょうみ

を持
も

っても

らえるよう、色々
いろいろ

な工夫
くふう

をしていき

ます。 

△ 

25 図書館
としょかん

で図書
としょ

カードがないと本
ほん

が借
か

りられないのではなくて携帯
けいたい

で本
ほん

が

借
か

りられるようにしてほしい。 

（ほか同
おな

じ意
い

見
けん

１件
けん

） 

 

令和
れいわ

７年
ねん

１月
がつ

から、スマートフォ

ンなどでデジタル利用
りよう

カードを表示
ひょうじ

できるようになりました。その画面
がめん

で

貸出
か し だ

しができます。みなさんに取組
とりくみ

がより伝
つた

わるように計画
けいかく

の 文 章
ぶんしょう

に 

◎ 



 

14 

 

№ 意見
い け ん

の概要
がいよう

 区
く

の 考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

  追
つい

記
き

します。  

26 電子
でんし

書籍
しょせき

で 読
よ

め る よ う に な る と

図書館
としょかん

に行
い

かなくても本
ほん

が読
よ

めたり、

図書館
としょかん

と違
ちが

って誰
だれ

かが本
ほん

を借
か

りてい

て好
す

きな本
ほん

を借
か

りられなくなることが

なかったりしてよいと思
おも

う。  

令和
れいわ

７ 年
ねん

１ 月
がつ

から電子
でんし

書籍
しょせき

貸出
かしだし

サービスを開始
かいし

しました。みんなで

同時
どうじ

に見
み

られる一部
いちぶ

のコンテンツを

除
のぞ

き、電子
でんし

書籍
しょせき

も１人
り

の方
かた

が借
か

りて

いたら貸
かし

出
だ

しは出来
で き

ず、予約
よやく

してお待
ま

ちいただくことになります。  

〇 

 Ⅳ 地域
ち い き

 

27 図書館
としょかん

が学校
がっこう

よりも遠
とお

くて、イベン

トをしている時
とき

に行
い

きたくても気軽
きがる

に

行
い

くことができない。もっと近
ちか

くにあ

るといい。図書館
としょかん

が移動
い ど う

してきてくれ

るといい。 

（ほか同
おな

じ意
い

見
けん

１件
けん

） 

新
あたら

しく図書館
としょかん

をつくることはで

きませんが、学校
がっこう

や家
いえ

などでもタブ

レットパソコンを使
つか

って本
ほん

が読
よ

める

ように電子
で ん し

書籍
しょせき

の 購 入
こうにゅう

を進
すす

めます。 

 また、みなさんが通
かよ

いなれた場所
ばしょ

で

本
ほん

に 親
した

し む こ と が で き る よ う 、

図書館
としょかん

から保育
ほいく

園
えん

や児童館
じどうかん

、子
こ

育
そだ

て

の広場
ひろば

等
とう

の子
こ

どもの施設
しせつ

や福祉
ふくし

施設
しせつ

、

公園
こうえん

などに出向
で む

いておはなし会や

紙芝居
かみしばい

などをしています。今後
こんご

、地域
ちいき

でのイベントをさらに増
ふ

やしていき

ますので、ぜひご参加
さんか

ください。 

○ 

 

 

 


